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	平成２７年度
	小・中・高・特
	２１０３
	
	


教科指導講座　小・中　社（教材研究）
～現地で見学！輪中の人々のくらしと米づくりの大規模経営～
１　ねらい
　　郷土岐阜県の地理を学ぶ上で欠かせない「輪中」について，水とともに生きる人々の知恵と努力や，今日では国のモデルにもなっている米づくりの大規模経営について現地調査を通して学ぶ。
２　対象及び定員　　
児童生徒にとってより魅力的な教材を開発したいと願っている教員。又は，教材研究を深め，児童生徒が主体的に社会的事象の意味を追究する授業をつくりたいと願っている教員。
（定員２０人）
３　期　日　　　　　　８月２５日（火）

４　会　場　　　　　　海津市歴史民俗資料館及びその周辺
　　　　　　　　　　　海津市海津町萱野205－１
５　持参するもの　　　小学校学習指導要領解説　社会編（平成２０年８月　文部科学省）

　　　　　　　　　　　昼食，飲み物，帽子，タオル，筆記用具，カメラ等

６　日程と内容
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	8/25
（火）
	８：３０
９：００
	【受付】

・総合教育センターに集合
・マイクロバスにて海津市に向け出発
	講座担当者

	
	９：００

９：４５
	【オリエンテーション】
・講座の目的，趣旨，日程説明等

【講義・視察】（車内から）

「水害と治水の努力の歴史について」

・平田町大池神社（切れ所池），桑原町西小藪，西小藪排水機場，海津町成戸　等
	講座担当者

	
	１０：００

１１：００
	【講義・見学】

「低地の自然環境に適応しながら生活する人々の工夫」
・堀田，上げ舟，上げ仏壇，助命壇，金廻四間門樋　等
	歴史民俗資料館
特別指導員

加藤　和保　氏

	
	１１：００
１２：００
	【現地調査】「豊かな水を生かしたくらしや産業」

①水屋（萱野）　　　　（１１：１５～１１：２５）

②一区画８haの田　　 （１１：３０～１１：４０）　

③本阿弥新田助命壇　　（１１：４５～１２：００）
	歴史民俗資料館

特別指導員

加藤　和保　氏

	
	１２：００
１２：４５
	木曽三川公園

【昼食】持参した弁当
	

	
	１２：５０
１３：１０
	【現地調査】「豊かな水を生かしたくらしや産業Ⅰ」
・締切堤　　　　　　　
　
	歴史民俗資料館

特別指導員

加藤　和保　氏

	
	１３：３０
１４：３０
	【現地調査】「豊かな水を生かしたくらしや産業Ⅱ」

・米作り大規模経営現地調査（海津町福江）
	（有）福江営農

後藤　昌宏　氏

	
	１５：００
１５：４０
	【講義】「教材研究の在り方について」

・取材したことをいかに教材の開発に生かすのか
（※講座アンケート等実施）
	講座担当者

	
	１５：４５
１６：３０
	【研修のまとめ】（車中にて）
・本日の研修成果と今後の教育実践に向けての展望

・総合教育センター到着，解散
	講座担当者


□備　考

・当日は，総合教育センターに集合してください。（受付　８：３０～９：００）
・昼食を取りに行ったり買いに行ったりする時間はありません。必ず準備願います。また，

飲み物，帽子，タオル等，暑さに対する準備もお願いします。

・総合教育センターの研修者用駐車場は限られています。公共交通機関の利用に御協力願い
　ます。なお，７月から耐震化工事が始まるため，研修者用駐車場がほとんどありません。
７月以降は自家用車の利用をお控えください。

・欠席，遅刻，早退等の手続きは，総合教育センターＨＰ上の「研修・講座に申し込む」→
「欠席・遅刻・早退届」を参照の上，所定の様式にて届け出てください。

・この講座についての問い合わせや急な遅刻・欠席等の連絡は，以下にしてください。

＜ＴＥＬ＞　０５８－２７１－３３２６（教育研修課　基本研修係）

海津市の地形を生かした米作り，人々の生活と水との関わりを実際に目にすることができ，より深く自分のものになりました。「国土の地形の特色と人々のくらし」や「食糧生産とわたしたちのくらし」などの単元で，海津市を扱って実践を行いたいです。





平成２６年度受講者の声








